




E.まとめ 

 今年度は本基礎的研究が学問的な面のみならず,社会的な面でも極めて重要な意義を有

するものである点が改めて班員相互で確認された。児の母親に対する愛着及び母親の児に

対する母性の形成等の母子相互関係の成立には,生物学的,あるいは生得的(遺伝的)な因子

ばかりでなく,環境的(社会文化的)な因子も関係することが検討された。また,そのことか

ら親以外の養育者と児の相互作用研究の重要性もとり上げられた。本研究成果は育児施設

の水準をいかにあげるかなどの具体的な問題に反映されていくものと考えられる。 

 第 2 年度は,本年度の成果をふまえて,本研究班の所期の目的を果たすよう努力する。 


